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1　は　じ　め　に

寒冷地転換畑における飼料作物の周年安定多収栽培法を

確立するため，トウモロコシとライ麦による1年2作体系，

トウモロコシと大麦による2年3作体系を想定し，その場

合の冬作麦類の播種晩隈と収穫適期について検討した。こ

のほか，ライ麦サイレージの品質と家畜の嗜好性について

も調査した。

2　試　験　方　法

くり　昭和56年及び57年播種　①供試作物及び品種：ライ

麦（春1番．ペトクーザ，はやみどり），大麦（リクゼン

ムギ，べんけいむぎ，ミユキオオムギ）。㊥播種期：56年

は9月22日，10月6日，20日，57年は9月22日，10月5日，

15日。㊥収穫期：ライ麦は出穂始期，出穂始期後10日，20

日，大麦は出穂期後20日，27日．34日。

（2）昭和58年播種　①供試作物及び品種：ライ麦（はや

みどり），大麦（ミユキオオムギ）。㊥播種期：ライ麦は

10月1日，6日，11日，17日，大麦は9月24日，29日，10

月4日，11日。⑨収穫期：ライ麦は出穂揃期，大麦は出穂

期後34日。

仰　その他　①10。当り施肥料：堆肥2t，炭カル200

表l　播種期及び収穫期と乾物収量との関係

匂，N，P205，K20は56，58年は各10匂，57年はそ

れぞれ10，15，13匂。㊥10β当り播種量：ライ麦5．0句．

大麦6．7秒，畦幅50C可，播幅10cmの条播。⑨サイレージ調

製：ライ麦は出穂期，大麦は黄熟期に収種し調製。

3　試　験　結　果

川　越冬前後の積算気温（越冬前は5℃以上巨越冬後は

0℃以上）の推移を図1に示した。56－57年期の越冬前は

積算気温が低く．作物の生育量も小さかった。また．凍上
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図1半句別積算気温（越冬前5℃以上，
越冬後0℃以上）の推移

注．矢印は日平均気温が5℃以下となった
旬又は融雪日を含む旬。

春　　　 一　　　 番 ペ　 ク　 ト　 ー　 ザ は　 や　 み　 ど　 り

Ⅰ　 3 1　 6 3　 9 2　 5 5　 7 6　 10 4 5 4　　 80　 10 9　 8 9　 9 7　　 9＄ 6 1　 7 6　 1 16　 7 0　 9 5　　 96
皿　 14　 3 2　 52　 4 6　 6 1　 8 3 2 9　 5 9　　 68　 5 5　　 59　 9 4 3 5　 6 8　　 86　 5 0　 8 0　 9 4
Ⅲ　　　　　　　　　　 33　 5 1　 7 1 4 5　 6 2　 8 5 3 3　　 75　　 75　 5 7　 6 5　 9 5

リ　ク　 ゼ　 ン　 ム　 ギ ベ　 ん　 け　 い　 む ぎ ミ　ユ キ オ オ　 ム ギ

1　 42　 4 2　 58　 6 6　 7 4　 7 1 80　 7 8　 8 8　 7 1　 78　　 87 6 4　 8 8　 9 5　 8 2　 8 0　 9 8
Ⅱ　 19　 2 6　 4 2　 40　 4 4　 6 1 3 0　 4 6　 6 9　 5 4　 5 6　　 75 3 7　　 48　 6 6　 6 1　 7 0　 7 7
皿　　　　　　　　　　 43　 5 7　 6 8 5 0　 5 7　　 69 5 5　　 82　　 78

①　㊥　㊥　①　⑧　⑨　①　㊥　⑨　①　㊥　㊥　◎　㊥　㊥　①　⑧　㊥
昭56－57　　　　　57－58　　　　　56－57　　　　　57－58　　　　　56－57　　　　　57－58

注・基二部駕那基椙鮎竺ふ凱菅錆声臥
表中の数字は乾物収量（匂／a）
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書がみられ，特に晩棒で被害が大きかった。57－58年期の

越冬前は気温が高く，越冬後も3月下旬以降平年を大きく

上回った。58－59年期の越冬前は平年並みに推移したが，

越冬後は低温で融雪が遅れ，根雪期間は112日に透した。

このため出穂が10日前後遅延した。
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（2〉　56．57年播種について播種期及び収穫期と収量との

関係を表1に，また，はやみどりとミユキオオムギについ

て58年播種を含め越冬前積算気温と乾物収量との関係を図

2に示した。収量は播種期が早いほど，また，収穫期が遅

いほど高い傾向を示したが，播種期の遅れによる収量の減

一・日一〇早刈り

〇一一・■つ中刈り

e－　つ渾刈り

ミユキオオムギ，醐57

1（D　　2脚　　刀）　Ⅰ00　　加　　300　　　　　　Ⅰの　　抑）　測　　1（山　　刀）　畑

積　算　気　温（S’C以上）

図2．越冬前積算気温と乾物収量との関係

少は年次によりその様相を異にした。これには越冬前積算

気温の違いが関与していると考えられるが1），3か年をこ

みにした越冬前積算気温と乾物収量の相関はあまり高くな

かった（ライ麦0．649，大麦0．698）。したがって，乾物

収量を安定的に確保するには，越冬前の生育量の確保に加

え，越冬後の積算気温や融雪時期等の気象変動下における

安定性をも考慮した播種晩限を見込む必要がある。ライ麦

の播種適期における積算気温は250－300℃とみられるが，
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出織松明　出穂的調練　H絶始脚線
10∪　　　　20日

出捜隅降　出穂期繰　出鈍間操
川口　　　　27日　　　　30日

捕　縄　朋●56午　　057年　　－早痛き　一一一一中庸き・…一・一晩描き

図3　生育ステージと可消化乾物収量との関係

その時の収量の80％を安定的に確保できる時期を播種限界

とすれば200℃の時期が，また，遅刈りが可能なら150℃

の時期が播種晩隈と考えられた。一方，大麦の播種適期は

350－400℃，播種晩隈は300℃程度の時期と考えられ，

ライ麦に比し低温適応の幅が狭いといえる。

（3）収穫期の生育ステージと可消化乾物収量の関係を，

早，中，晩の播種期ごとに図3に示した。ライ麦の乾物消

化率は生育ステージが進むに従い低下したが．乾物収量は

逆に大きく増加したため，各播種期を通じて収穫期が遅く

なるほど可消化乾物収量が増加した。一方．大麦も熟期の

進行に伴い可消化乾物収量が増加した。遅刈りの可消化乾

物収量を100とした場合の中刈り，早刈りの収量比は，ラ

イ麦では85％及び55％，大麦では90％及び75％であった。

したがって，可消化乾物収量の面からは，後作トウモロコ

シの許す範囲で収穫期を遅くすることが有利といえる。

14）ライ麦は一般に繊維含量が多く，家畜の嗜好性が劣

るとされている。そこで，出穂期刈りのライ麦サイレージ

に各種添加剤を加え，発酵品質と羊による嗜好性を検討し

た（表2）。0．3％プロピオン酸添加サイレージは無添加

サイレージに比べて発酵品質が改善され，嗜好性の面でも

表2　ライ麦サイレージの品質（pH）と嗜好性
5 6　 年　 播 踵 5 7　 年　 描 種 58　 年　 播　 種

添　　 加　　 剤 p H
羊の 嗜好 性

（乾 物 グ／R ・頗 ）
添　　 加　　 剤 P H

羊 の嗜 好性

（乾 物 タ／R ・頭 ）

い 添　 加　 剤
p H

羊 の 嗜好 性

（吃物 グ′8 ・頭 ）

プ ロ ビオ ン酸 0 ．3 ％ 4．33 1．8 15 蟻　　　　 酸 0．5 ％ 4 ．12 2．050 蟻　　　　 酸 0 ．3 ％ 4 ．20 1．103

無　　　 添　　　 加 4．84 693
子 ；三 三 譜 0・5 ％

4 ．日 1．049
ヲ 崇 譜 0 ・3 ％

4 ．38 1．269

オ オ ムギ （煎熱 闘 ） ■　5．03 1．1 10 ア ンモ ニ ア水 0．5 ％ 5 ．84 1．87 5 糖　　　　 蜜 1．0 1 4 ．17 1．13 9

無　　　 添　　　 加 4 ．00
l

l

1　 309
糖　 蜜 1．5 1

無　 添　 加

4 ．8 0

4 ．29

1．150

1．003

黄熟期刈りの大麦サイレージに匹敵した。また，蟻酸等の

添加剤についてもそれぞれ効果が認められた。年次によっ

ては無添加でも良質なサイレージが得られたが．安定性の

点から添加剤を用いる方が有利と思われる。
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